
　

約
３
０
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る

道
後
温
泉
は
、
足
を
痛
め
た
シ
ラ
サ

ギ
が
、
湧
き
出
る
温
泉
で
傷
を
癒
や

し
た
こ
と
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
後
温
泉
に
は
源
泉
が
29
本
あ

り
、
現
在
は
18
本
が
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性
単

純
温
泉
で
、
湯
温
20
～
55
度
の
源

泉
を
混
ぜ
合
わ
せ
42
度
前
後
の
適

　

道
後
湯
之
町
が
誕
生
し
て
間
も

な
い
明
治
23
年
、
町
で
は
、
老
朽

化
し
て
い
た
道
後
温
泉
の
建
物
の

改
築
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
一
部

の
町
民
か
ら
激
し
い
反
対
運
動
が

起
こ
り
ま
し
た
。
初
代
道
後
湯
之

町
町
長
・
伊い

佐さ

庭に
わ

如ゆ
き

矢や

は
「
１
０

０
年
先
も
こ
の
町
が
繁
栄
す
る
た

め
、
こ
こ
に
し
か
な
い
建
物
に
し

て
観
光
客
を
た
く
さ
ん
呼
び
た

い
」
と
の
思
い
で
困
難
を
乗
り
越

え
、
本
館
改
築
を
実
現
さ
せ
ま
し

た
。

　

他
に
も
、
道
後
ま
で
の
鉄
道
の

延
伸
や
取
り
壊
さ
れ
か
け
た
松
山

城
の
存
続
な
ど
、
１
０
０
年
先
を

見
据
え
た
先
見
的
な
政
策
で
、
現

在
の
松
山
に
、
多
く
の
宝
を
残
し

ま
し
た
。

温
に
し
、
加
水
・
加
温
を
行
わ
な

い
か
け
流
し
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
本
館
は
、
明
治
５
年
に

二
層
楼
に
改
築
さ
れ
た
神
の
湯

（
一
・
二
・
三
の
湯
）
を
全
面
改

築
し
、
明
治
27
年
４
月
10
日
に
落

成
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
昭

和
初
期
に
か
け
て
増
改
築
が
行
わ

れ
、
現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
２
０
年
前
の
伊
佐
庭
如
矢

の
功
績
を
た
た
え
、
そ
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
１
０
０

年
先
の
道
後
温
泉
の
発
展
を
願

い
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
10
日
㈭
15
時
30
分
～

17
時
10
分
▼
受
け
付
け
＝
15
時
～

【
会
場
】
子
規
記
念
博
物
館（
道

後
公
園
）４
階
講
堂

【
内
容
】
脚
本
家
・
ジ
ェ
ー
ム
ス

三
木
さ
ん
の
基
調
講
演
▼
「
本
館

を
改
築
し
た
伊
佐
庭
如
矢 

初
代

道
後
湯
之
町
町
長
の
顕
彰
と
継

承
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
鼎て

い

談だ
ん

▼
道

後
の
お
も
て
な
し
な
ど

【
定
員
】
１
０
０
人（
先
着
順
）

現在の本館

万葉歌人・山
やま

部
べの

赤
あか

人
ひと

の
長歌が刻まれた神の湯（男）

東浴室の湯釜

◀ 

シ
ラ
サ
ギ
伝
説
を
描
い
た
絵

　
（
作
・
長
谷
川 

竹
友
、
本
館
・

　

神
の
湯
２
階
席
）

日本で唯一の皇室専用浴室、又
ゆう

新
しん

殿
でん

明治後期の本館伊佐庭 如矢

③道後鉄道の開設

発起人の一人として、鉄道の
開設に尽力

④道後公園（湯築城公園）の整備

市民や入浴客が散策できる回
遊式公園を整備

①松山城の公園化の実現

公園化により廃城令から城郭
を救う

②道後温泉本館の改築

壮麗な三層楼の本館に改築さ
れ、多くの入浴客でにぎわう

団子を3つ串に刺した「湯ざらし
団子」を考案したのも如矢だとい
われています

振 鷺 閣

　本館屋上にある太鼓楼。畳２枚
ほどの広さで、屋根にはシラサギ
が飾られ、周囲には赤いギヤマン
がはめ込まれています。振鷺閣と
命名したのも伊佐庭如矢です。

お
問
い
合
わ
せ
は
、道
後
温
泉
事
務
所
☎
９21
６
４
６
４・
９34
３
４
１
５
へ

湯ざらし団子（再現）

　日本最古の温泉といわれる道
後温泉の本館は、道後湯之町初
代町長・伊佐庭如矢が改築に取
り組み、明治 27（1894）年４
月 10 日に落成しました。歴史
と先人たちの熱い思いが立ちの
ぼる松山の宝・道後温泉のあゆ
みと魅力に迫ります。

~ 歴史と先人たちの思いが熱い 松山の宝 ~
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年　

代

霊
の
湯
男
子
の
２
浴
室
を
、
１
室

に
ま
と
め
る

霊
の
湯
女
子
浴
室
を
増
築（
従
来
の

霊
の
湯
男
女
浴
室
は
両
方
男
子
浴

室
に
）

玄
関
入い
り
も
や
母
屋
棟
を
こ
の
間
に
増
築

養
生
湯
を
１
室
に
改
造
し
、
神
の
湯

女
子
浴
室
と
す
る
（
従
来
の
神
の
湯

男
女
浴
室
は
、
両
方
と
も
男
子
浴
室

と
な
る
）

神
の
湯
を
曳ひ

き
移
転
し
、
区
画
を

男
女
２
室
に
改
造
。事
務
所
棟

増
築

養
生
湯
を
改
築
。玄
関
棟
を
移
築

霊た
ま
の
湯
、又
新
殿
を
新
築

一・
二
・
三
の
湯
を
改
築
し
、
現
在

の
三
層
楼
の
道
後
温
泉
本
館
（
神

の
湯
）と
な
る

養
生
湯
の
改
築

一・
二
・
三
の
湯
を
二
層
楼
に
改
築

出　

来　

事

もう
一つ 湯ざらし団子の考案

　

道
後
温
泉
で
の
湯
上
が
り
の

お
茶
は
、砥
部
焼
の
湯
飲
み
を
輪

島
塗
の
天
目
台
に
載
せ
て
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。天
目
に
載
せ
て

お
茶
を
出
す
の
は
明
治
27
年
か

ら
続
い
て
い
ま
す
。

　 

湯
上
が
り
の
お
茶

道
後
温
泉
本
館

改
築
１
２
０
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

道
後
温
泉
本
館

改
築
１
２
０
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

本
館
改
築
１
０
０
周
年
と
な
る

平
成
６
年
、
意
匠
的
に
優
秀
で
歴

史
的
価
値
が
高
い
建
築
物
と
し
て

評
価
さ
れ
、
公
衆
浴
場
と
し
て
は

全
国
で
初
め
て
、
本
館
は
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
平
成
８
年
に
は
、
振し

ん

鷺ろ

閣か
く

で

６
時
、
12
時
、
18
時
の
１
日
３
回

打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
「
刻と

き

太だ
い

鼓こ

」
が

「
残
し
た
い
日
本
の
音
風
景
１
０

０
選
」
と
し
て
県
内
で
唯
一
、
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も「
美
し
い
日
本
の
歴

史
的
風
土
１
０
０
選
」や「
近
代
化

産
業
遺
産
群
」に
も
認
定
さ
れ
、

海
外
で
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で
最

高
評
価
の
三
つ
星
評
価
を
受
け
る

な
ど
、高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

付近から縄文中
期の土器が出土
し、当時から沐

もく

浴
よく

がなされていたと
推定されることに
よります。

3,000年の歴史
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